
笹川ひろよし氏に沸き立つ地元！ 
～15 年のご縁を胸に、新たなステージへ～ 

  

2026 年 9 月 17 日、笹川ひろよし環境大臣就任のニュースが飛

び込んできました。地元太田市はもちろん、我が明和町もそのニ

ュースに沸き立ちました。 

 

【第２次高市改造内閣の顔触れ】 



沸き立つのも無理はありません。地元選挙区からの入閣は、

2000 年 12 月の谷津農林水産大臣以来、26 年ぶりであります。 

 

【環境大臣に就任された笹川先生】 

 

笹川先生は、1966 年(昭和 41 年)8 月 29 日生まれで、今年 60

歳の還暦の節目の年。これまで群馬県議会議員(2 期連続トップ当

選)を経て、2012 年 12 月、自民党が野党時代に群馬 3 区から衆議



院議員に初当選されました。その後、自民党政務調査会副会長、

組織運動本部副本部長、選挙対策委員会副委員長、さらに農林水

産副大臣、環境副大臣、環境大臣政務官などを務められました。 

そして今回、環境大臣・内閣府特命担当大臣(原子力防災)・ク

マ被害対策担当を併任される大臣に就任されました。 

 

【笹川先生とは縁づくし】 

笹川先生の 1 期目初当選(2012 年 12 月 16 日)から、私は明和

町の選対本部長をやらせていただいています。笹川先生とは 15 年

もの長いお付き合いです。ですから、私にとっても大臣に就任さ

れたことは大変感慨深いものがあります。笹川先生がいなければ、

明和町の快進撃を支える川俣駅の橋上化も実現できませんでした。 

笹川先生は、自民党が野党時代に

群馬第３区の自民党公認候補とし

て衆議院議員に当選されましたが、

当時の政権は民主党でした。 

各市長・町長は基本的に政権党を

支持する立場にあります。そのため、

笹川先生は各市・各町の議会議長に

選対本部長を依頼されましたが、当

時、明和町の議会議長は関根慎市さんでした。関根さんは社民党

なので、当然に自民党支持はできません。ですから、副議長であ

った私が明和町の選挙責任者（選対本部長）を務めさせていただ

きました。 



そして、笹川先生の 2 期目の選挙(2014 年 12 月)では恩田前町

長が病に倒れてしまい、私が選対本部長の代役を務めました。結

果的に、連続 6 回の選対本部長(選挙責任者)をやらせていただき

ました。 

 

【環境大臣室にて笹川先生と私】 

 

その後、私は明和町長に就任し、引き続き色々な場面で笹川先

生の力を貸していただいております。今思えば、笹川先生とは運

命的な出会いでした。そして、これからも長いお付き合いをして

いただきたいと思っております。 

 



【明和町の今後】 

明和町の基本コンセプトは、「企業を呼び込み財政力を付け、雇

用を増やし、人が住み続けられる『オールインワンの町』をつく

ること」です。 

コンパクトシティ構想を掲げて国庫補助をいただきながら、民

間資金で「住む・働く・買う・子育て・教育・医療・福祉」を一

体化する考え方です。これは、私が不動産業をやっている時から

考えていた明和町の「オールインワンの町」です。就職先がある。

買い物ができる。子育てしやすい。教育環境が整う。医療が充実

している。福祉が充実している。そうした住環境を町内で実現し

ようという構想です。 

 

「オールインワンの町」は、行政だけの力では実現できません。

「明和町土地開発公社」や「株式会社邑楽館林まちづくり」をフ

ル活用し、笹川先生のお力を借りながら、民間でのノウハウ、ス

ピードを取り入れて進めております。今後も、川俣駅周辺、国道

目標に向かって！ 



周辺、東西工業団地や役場西地区を市街化編入し、夢のある都市

設計を推進し、明和町を新たな都市拠点として整備する構想を考

えています。 

 

【なぜ明和町は伸びているのか】 

明和町には、他市町にはない明確な「成長戦略」があります。

企業誘致に積極的で、官民連携を活用し、子育て支援と開発を同

時に進める、人口減少時代には大変珍しい明和町独自の「成長戦

略」を描いております。 

明和町土地開発公社は、昭和 48 年(1973 年)に明和町から 500

万円を出資して作られました。町の出資 100％ですから、町長で

ある私が理事長です。 

まちづくり会社は、2018 年 12 月議会で補正予算から 1 億円の

出資をして、2019 年 1 月に明和町長が初代社長となって発足し、

それから 2019 年 12 月までに民間出資を 2 億円以上集めました。

その後、地方自治法の規定から民間社長として、群馬県の企業局

から技監を社長に招き、現在に至ります。 

「町」、「明和町土地開発公社」、「邑楽館林まちづくり」の 3 つ

のエンジンを使い、さらに笹川先生のお力をお借りしながら 11 年

間進めてきた成果が、途中経過ながら現在の明和町です。 

これからも、「オールインワンの明和町」をつくりあげるために、

笹川先生と二人三脚で歩いていきたいと考えております。また、

国政でのさらなるご活躍を、地元明和町から心より応援しており

ます。 



 

 

 

令和８年９月 30日 

明和町長  冨塚もとすけ


